
東京学芸大学教職大学院

「外国人留学生等選抜枠」の新設

実習科目「共同実践研究」の新設

先端型科目の新設

修得した専門的知識を生かして、将来にわたって教育の向上に貢献することを志す人として、学校経営や教
育実践等に関する日本型教育システムについて知見を深め、国際展開できる留学生を求めることにしました。

必修科目の「教職専門実習」の履修を踏まえた上で実施する新たな実習として、高度選択科目に「共同実践研
究」（2単位）を開設しました。
教職大学院生、大学教員、附属学校教員の三者が協働して実践研究を行い、附属学校園をフィールドとした、
継続的に理論と実践を往還する教育研究活動を想定しています。

「教員養成フラッグシップ大学」の取組の一環として、これからの教員に求められる新たな資質・能力の育成
を目指した先端的な科目の開発研究を行っています。
それら最新の実践研究の成果を学ぶための科目を専攻全体の高度選択科目として全学生を対象に開設し、先端
的・総合的な教職大学院として、教師教育の高度化を推進しています。

科目名 備考
１ 先端型教育開発研究 全学生に対し履修を推奨
２ 社会に開かれた探究と創造の学びのデザイン
３ 学びを支えるファシリテーションの技法
４ チーム学校と多職種協働
５ 教師のレジリエンスと自己管理能力の育成 令和７年度開設予定
６ 教師のためのデータサイエンス
７ 高等学校における探究型授業の理論と実践

【東京学芸大学教職大学院ホームページ】 https://www.u-gakugei.ac.jp/graduate/professional/about/




